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1.はじめに 

塩釜市新浜地区は、軟弱な粘土上に埋立造成された

ため、巨大地震が発生する度に沈下が進行し未だ収束

せずにいる。このような場所に構造物を建設する場合

には、基礎杭によるのが一般的であるが、リアス式海岸

では基盤岩の不陸が大きく、埋立地ゆえに岩塊等が不

規則に混入している恐れもある。 

本報告は、当該地区に新設する水産加工工場を対象

として、杭基礎に代わる壁状基礎工法の適用を試みた

ものであり、地盤情報のデータベース化、土質特性の把

握、新しい施工方法とその維持管理方法の適用により、

一連の基礎構造のシステムとしての性能を高めたもの

である。 

2.地盤情報のデータベース化と土質特性の把握 

新浜地区の基盤岩は、新第三紀中新世松島湾層群網

尻層で、その上を粘性土が最大厚さ 20m で覆い、表層

部に埋立土および盛土が分布する。図-1 は塩釜粘土の

土性図である。粘土層は自然含水比が 150%を超え、液

性限界も最大 200%近くと非常に鋭敏であり、圧縮指数

がほぼ 2 と圧縮性も非常に高いことが既往の研究 1）で

わかっている。また、埋立土の中には凝灰岩類の岩屑、

岩片、岩塊が不規則に混入している。なお、当該地区の

詳しい地盤特性は文献 1）を参照されたい。 

3.壁状基礎工法 

3.1壁状基礎の設計と施工 

壁状基礎の構成は、基礎上部を壁状にすることで地

震時の剛性を確保し、基礎先端部を基盤岩に着底させ

ることで不等沈下を抑制する構造となっている。また、

地盤改良は工期・経済性を考慮して櫛状案を選定した。 

また、施工には高品質な地盤改良工法（CCC 工法：

Chain Conveyor Cutter method）が適切であると判断した。 

3.2改良体の力学特性の確認 

施工に先立って、室内配合試験を行った結果が図-3

である。CCC 工法は垂直撹拌混合方式であるため、土

層毎の土質のサンプリングと層厚の割合を考慮した試

料を用意して、これにセメントを添加し供試体を作製

した。試験結果から、W/Cを 100%、セメント添加量を

250kg/㎥とした。 

 

 

図-3 室内配合試験の圧縮試験結果 

 

 

図-1 塩釜粘土の土性図 

 

図-2 壁状基礎の構成 
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また、施工後に 3ヵ所でボーリングを行い、それぞれ

上部・中部・下部より供試体を採取し、圧縮試験を実施

した。表-1 に圧縮試験結果を、図-4 に配合試験用供試

体の粒度分布を示す。改良体の圧縮強度の平均は 4.48N/

㎟で、深度方向にもばらつきが少なく、一様に撹拌・混

合されたことがわかった。 

4.維持管理方法 

壁状基礎工法の有効性の検証や、新浜地区の地震動

評価のための基礎データ構築のため、地震計と GPS を

設置し、地盤振動観測および変位観測によるモニタリ

ングシステムを導入した。図-5 に各センサーの設置場

所とシステム概要図を示す。なお、GPSは Leica 社製の

GPS を、地震計は加速度センサーを用いている。 

システムの設置後、福島県沖で地震が発生したので、

その時の地震動記録を図-6に示す。 

地表 2 および GPS2 を設置している地点は最も基盤

が深くなっており、加速度の最大値で比較すると地表 2

では基盤のおよそ 2 倍の加速度が記録された。一方、

GPS 記録では地震前後で短期間の大きな値の変化は見

られなかった。なお、現在はデータの蓄積を重ねている

段階のため、今後は GPS データの長期変動の解析とも

あわせて検証を重ねていきたい。 

5.おわりに 

基盤岩の不陸の激しい軟弱粘土地盤において、構造

物の地盤沈下対策として、地盤改良工法を用いた壁状

基礎工法を採用した。その結果、壁状基礎は基礎剛性が

高く地震時の変位を小さく抑えられる。さらに、CCC 工

法は地中障害に対する掘削能力が高く施工性が良く、

深度方向の品質も均一で信頼性が高いという特徴が得

られた。 

また、経済性に優れている本工法は、横浜市のマンシ

ョンにおいて、杭が基盤岩に到達していないことによ

る不等沈下問題に対処することができる。 
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表-1 改良体の圧縮試験結果 

 

No.1 No.2 No.3
上部 4.99 5.07 5.34 5.13
中部 2.96 4.59 4.48 4.01
下部 3.51 4.33 5.05 4.30

1.5 4.48 0.74

供試体圧縮強度（N/㎟）設計基準
強度

平均圧縮
強度

全体
平均

標準
偏差

深さ

 

図-4 配合試験用供試体の粒度分布 

 

図-5 システム概要図 

 

図-6 地震の加速度記録（左）と GPS 記録（右） 
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